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（論文内容の要旨）

最 先端 の深層 学習法 の一種 で ある畳 み込 みニ ュー ラル ネ ッ トワー クを活用 して、

肺 せ んがん画像 の分類 と肺 せん がん画像 と遺伝子発現 プ ロフ ァイ ル を関係づ ける

こ とに成功 した。一般 に肺 がんはその腫瘍 の形態 に よって腺がん、扁平上皮 がん、

小細胞 がんな どい くつかの種類 に分類 され るが、最近 で は さ らに遺伝 子発現 パ タ

ー ンに応 じて い くつかのサ ブタイプ に分類 でき るこ とが知 られてお り、治療 方法

の選択 な どか ら注 目を浴 び てい る。病 理組織 の一 部分 を見 るだ けで は画像 か らサ

ブタイプ の種類 を見分 ける ことは専 門家 に とって も困難 とされてい る。 そ こで本

研 究で は、深層 学習 のモデル に よってこれ らの三種類 のサブ タイ プを分 類す る こ

とが可能 か ど うか を試 みた。オー トエ ンコーダー による3段 階の事前学習の のち、

画像全体 を縮約 して512次 元 の特徴ベ ク トル を出力す る。この特徴ベ ク トル か ら3

種 類 のタイプ に分類す るネ ッ トワー クを構 築 し、遺伝子発 現解析 か ら事前 に分類

された442名 の患者 か ら得 られ た病理組織 画像 か らランダムに切 り取った10000

枚 の画像 を入力デー タ として学習 した。3つ のサブ タイ プへ の分類 は、128pixel、

512pixe1で はそれぞれ60．5％，62．5％と非常 に低い精度 だったのにたい して、2048

pixelの 入力 画像 か ら学習 した場合 では、98．9％の精度 で3種 類 のサブタイプ を正

しく判 定 して いる ことが確 かめ られ た。
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（論文審査結果の要 旨）

平成30年7月30日 に開催 した公聴会 の結果 を参考 に、平成30年8月

22日 に本博士論文 の審査 を実施 した。

以 下に述べ る通 り、本博士論文 は、本学位 申請者 が情報科学のデー タサイエ ン

ス分 野で研 究 開発 活動 を続 けてい くために必 要十分 な素養 を備 えて い るこ とを

示す ものであ る。

AntonioVictorAndrewAsuncion君 は、最先 端 の深 層学習法の一種で ある畳み

込 みニ ュー ラルネ ッ トワー ク を活 用 して、肺 せん がん画像 の分類 と肺せ ん がん

画像 と遺伝子発現 プ ロフ ァイル を関係づ けることに成功 した。

本論 文 は、情報科 学 とバイ オイ ンフォマテ ィクス の境界領 域 をデー タサイエ

ンスに よ りつ な ぐ医用画像化精機 の発展 に大 きく貢献す るものであ る。 よって、

本論文 は、博士 （理学） の学位論文 と して充分 な価値 があ るもの と認 め る。
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